
●トラクターなど農業機械購入　●栽培用ハウス・畜舎建設
●その他農業経営に必要な資金に

2019年11月1日現在

ＪＡバンク三重　専門家派遣事業

★税理士や中小企業診断士などのプロがアドバイスを行います。
★年間最大で５回、  　　　で専門家のサポートを受けることができます。

　「ＪＡバンク三重専門家派遣事業」は、円滑な事業
承継や経営の高度化を目指す農業者の皆さまの要
請に応じ、専門的な知識や経験を有する専門家を
派遣し、経営課題に応じた適切な診断・助言を行う
ことで、課題の解決を図り、皆さまの発展に資する
ことを目的としています。ぜひ、ご利用ください。

対象者

三重県内において農業を営む方および農業
に従事する方

三重県内において農業を営む法人
※課題が不明確な場合や受入体制が不十分などの場合は、
ご希望に沿いかねる場合もございます。

詳細については各ＪＡ担当者までご確認ください

農業者の皆さまの悩みや課題を
専門家がサポートします

実施期間

～2020年2月28日
2019年4月１日

6次産業化 経営改善

法人化 事業承継 労務管理

無料

三重県下JA／JA三重信連

ＷＣＳ用稲「たちすずか」は草丈を抑えて安定生産
黄熟期の草丈は１５０センチ以下に

県内ではホールクロップサイ
レージ（ＷＣＳ）用の稲品種「た
ちすずか」の導入が急速に進ん

でいます。「たちすずか」は、牛が
消化しにくい籾割合が少なく、
サイレージ発酵の際に乳酸菌

のエネルギー源となる糖
分を茎や葉に多く含む
飼料用稲として、優れた
品種です。しかし、草丈
が伸びやすく、収穫を迎
える秋口に台風等に
よって稈（かん）が折れ
て倒伏しやすいことが
課題となっています。そ

こで本研究所では、安定生産
に向けて倒伏させない草丈を明
らかにしました。
風雨の強さと倒伏の関係を

みると、人工台風発生機（風速
20㍍／秒、流水量6㍑／分、
処理時間2分）を用いた試験
では、倒伏性を示す「倒伏指
数」が1.1を超えると倒伏の可
能性が高まることが分かりまし

た。黄熟期の草丈が150㌢ま
でであれば、倒伏指数が1.1以
下となり、倒伏しにくくなります
（図参照）。また、黄熟期の草丈
は窒素吸収量と正の相関があ
り、黄熟期の草丈を150㌢以
下にするためには、窒素吸収量
を12㌔㌘／10㌃以下にする
必要があることを明らかにしまし
た。
また、栽植密度は、50株／
坪の方が37株／坪に比べ、同
じ収量でも草丈を抑えられるた
め、収量を確保しつつ倒伏を抑
制することができます。

▶このコーナーは、三重県農業研究所の「研究成果情報」に基づき制作し、県内に広く研究成果を紹介します。

営農技術
ピックアップ

お問い
合わせ先

黄熟期草丈と倒伏指数の関係

研究所内の水稲連作圃場で5月下旬移植で実施

三重県下JA／JA三重信連

先進事例
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J Aバンクは地域の担い手を応援します
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改良した大豆用コンバインを使ったゴマの収穫（鈴鹿市で）
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生産技術研究室 農産研究課　☎ 0598-42-6359
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